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【手続補正書】
【提出日】令和1年10月11日(2019.10.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　構成され、かつ、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告のためのＣＳＩプロセスに関連付け
られた複数のＣＳＩ－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースの識別情報を受信することと、
　ＣＳＩ測定および報告のためにアクティブにされる、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソース
のうちのＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットを識別する構成信号を受信することと、ここ
において、前記複数の前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの前記サブセットは、前記複数の
ＣＳＩ－ＲＳリソースより少ない数のＣＳＩ－ＲＳリソースを含み、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに基づいてＣＳＩ報告を送信することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの前記識別情報は、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソース
の各々について、前記周期性、オフセット、スクランブリング識別子（ＩＤ）、およびア
ンテナポートの数のうちの少なくとも１つ、の識別情報を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記構成信号を受信してから最初のＮ個のサブフレームにおいてアクティブにされたと
示される前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに関連付けられたＣＳＩ－ＲＳを受信す
ることと、ここで、Ｎの値は、上位レイヤシグナリングによって構成され、
　アクティブにされたと示される前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに関連付けられ
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たチャネル状態を測定することと、
　前記測定されたチャネル状態を使用して前記ＣＳＩ報告を生成することと
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記Ｎの値は、４または８のうちの１つであり、条件のセットにしたがって選択され、
前記条件のセットは、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの前記ＣＳＩ－ＲＳの各々に関連
付けられたアンテナポートの総数が等しいことまたは前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセ
ットのサイズが固定であることのうちの１つを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　ＣＳＩ報告機会の前に前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに関連付けられたＣＳＩ
－ＲＳ送信を検出しないことと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ送信を検出しないことに関連付けられた固定値を使用して前記ＣＳＩ
報告を生成することと
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記構成信号は、非アクティブにされる前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの各々および
前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの各々を識別
する媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＭＡＣ制御要素は、Ｋビットのアクティベーションビットマップを含み、ここで、
Ｋは、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの総数を表し、前記Ｋビットのアクティベーショ
ンビットマップは、非アクティブにされる前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの前記各々お
よび前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの前記各
々を識別する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記構成信号を前記受信することに応答して非アクティベーションタイマを開始するこ
と、ここにおいて、前記非アクティベーションタイマは、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサ
ブセットの非アクティベーションまで時間をカウントする、
　をさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記非アクティベーションタイマの満了に応答して前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセ
ットを非アクティブにすることと、
　ダウンリンク共有送信のために、前記非アクティブにされたＣＳＩ－ＲＳリソースのサ
ブセットのうちの１つまたは複数を再度割り当てることと
　をさらに含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ＣＳＩ報告機会に到達することと、
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースがいずれもアクティブにされたと示されていないこと
を識別することと、
　所定のルールに基づいて、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの少なくとも１つが
アクティブにされると決定することと、
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの前記少なくとも１つに関連付けられたチャネ
ル状態を測定することと、
　前記測定されたチャネル状態を使用して前記ＣＳＩ報告を生成することと
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記識別することは、
　前記ＣＳＩ報告機会に前記到達する前に、前記構成信号の第１のものを受信しないこと
、
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースのいずれもがアクティブにされたと示されていない状
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態で、前記構成信号を受信すること、または
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットについて前記非アクティベーションタイマの満
了を検出すること
　のうちの１つを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記所定のルールは、
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの第１のＣＳＩ－ＲＳリソースが最小インデッ
クスを有すること、または
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの第２のＣＳＩ－ＲＳリソースが前記ＣＳＩ－
ＲＳリソースのサブセットの前記最小インデックスを有すること
　のうちの１つを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　ＣＳＩ報告タイプは、プリコーディングされていないＣＳＩ－ＲＳリソースに関し、前
記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットは、単一のＣＳＩ－ＲＳリソースを含み、前記方法
は、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに関連付けられたアンテナポートの数に基づい
てＣＳＩペイロードを決定すること
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　請求項１乃至１３のうちのいずれか一項に記載の方法を実行するために構成された手段
を備える、装置。
【請求項１５】
　請求項１乃至１３のうちのいずれか一項に記載の方法を実行するための命令を備える、
コンピュータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　[00107]次に、特許請求の範囲を示す。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　構成され、かつ、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告のためのＣＳＩプロセスに関連付け
られた複数のＣＳＩ－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースの識別情報を受信することと、
　ＣＳＩ測定および報告のためにアクティブにされる、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソース
のうちのＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットを識別する構成信号を受信することと、ここ
において、前記複数の前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの前記サブセットは、前記複数の
ＣＳＩ－ＲＳリソースより少ない数のＣＳＩ－ＲＳリソースを含み、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに基づいてＣＳＩ報告を送信することと
　を備える方法。
［Ｃ２］
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの前記識別情報は、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソース
の各々について、前記周期性、オフセット、スクランブリング識別子（ＩＤ）、およびア
ンテナポートの数のうちの少なくとも１つ、の識別情報を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットは、単一のＣＳＩ－ＲＳリソースを含む、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ４］
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　前記構成信号を受信してから最初のＮ個のサブフレームにおいてアクティブにされたと
示される前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに関連付けられたＣＳＩ－ＲＳを受信す
ることと、ここで、Ｎの値は、上位レイヤシグナリングによって構成され、
　アクティブにされたと示される前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに関連付けられ
たチャネル状態を測定することと、
　前記測定されたチャネル状態を使用して前記ＣＳＩ報告を生成することと
　をさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記Ｎの値は、４または８のうちの１つであり、条件のセットにしたがって選択され、
前記条件のセットは、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの前記ＣＳＩ－ＲＳの各々に関連
付けられたアンテナポートの総数が等しいことまたは前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセ
ットのサイズが固定であることのうちの１つを含む、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　ＣＳＩ報告機会の前に前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに関連付けられたＣＳＩ
－ＲＳ送信を検出しないことと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ送信を検出しないことに関連付けられた固定値を使用して前記ＣＳＩ
報告を生成することと
　をさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記構成信号は、非アクティブにされる前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの各々および
前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの各々を識別
する媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ＭＡＣ制御要素は、Ｋビットのアクティベーションビットマップを含み、ここで、
Ｋは、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの総数を表し、前記Ｋビットのアクティベーショ
ンビットマップは、非アクティブにされる前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの前記各々お
よび前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの前記各
々を識別する、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記構成信号を前記受信することに応答して非アクティベーションタイマを開始するこ
と、ここにおいて、前記非アクティベーションタイマは、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサ
ブセットの非アクティベーションまで時間をカウントする、
　をさらに含む、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記非アクティベーションタイマの満了に応答して前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセ
ットを非アクティブにすることと、
　ダウンリンク共有送信のために、前記非アクティブにされたＣＳＩ－ＲＳリソースのサ
ブセットのうちの１つまたは複数を再度割り当てることと
　をさらに含む、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　ＣＳＩ報告機会に到達することと、
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースがいずれもアクティブにされたと示されていないこと
を識別することと、
　所定のルールに基づいて、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの少なくとも１つが
アクティブにされると決定することと、
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの前記少なくとも１つに関連付けられたチャネ
ル状態を測定することと、
　前記測定されたチャネル状態を使用して前記ＣＳＩ報告を生成することと
　をさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
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　前記識別することは、
　前記ＣＳＩ報告機会に前記到達する前に、前記構成信号の第１のものを受信しないこと
、
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースのいずれもがアクティブにされたと示されていない状
態で、前記構成信号を受信すること、または
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットについて前記非アクティベーションタイマの満
了を検出すること
　のうちの１つを含む、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記所定のルールは、
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの第１のＣＳＩ－ＲＳリソースが最小インデッ
クスを有すること、または
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの第２のＣＳＩ－ＲＳリソースが前記ＣＳＩ－
ＲＳリソースのサブセットの前記最小インデックスを有すること
　のうちの１つを含む、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　ＣＳＩ報告タイプは、プリコーディングされていないＣＳＩ－ＲＳリソースに関し、前
記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットは、単一のＣＳＩ－ＲＳリソースを含み、前記方法
は、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに関連付けられたアンテナポートの数に基づい
てＣＳＩペイロードを決定すること
　をさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　ＣＳＩ報告タイプは、ビームフォーミングされたＣＳＩ－ＲＳリソースに関し、前記Ｃ
ＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの数は、１より大きく、前記方法は、
　　　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの数、または
　　　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの数
　のうちの１つに基づいてＣＳＩ－ＲＳリソースインジケータ（ＣＲＩ）を報告するため
のビット幅を決定すること
　をさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　周期的なＣＳＩ報告のための、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記ＣＳＩ－
ＲＳリソースの各々に関連付けられたアンテナポートの総数を決定することと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記ＣＳＩ－ＲＳリソースの各々に関連付け
られた前記アンテナポートの総数が等しいことに応答して、
　　　前記ＣＲＩおよびランクインジケータを、同じサブフレームにおいて共同で報告す
ること、
　　　前記ＣＲＩ、前記ランクインジケータ、および広帯域コードブックを、同じサブフ
レームにおいて共同で報告すること、または
　　　前記ＣＲＩ、前記ランクインジケータ、およびプリコーディングタイプインジケー
タを、同じサブフレームにおいて共同で報告すること
　のうちの１つを選択することと、
　ここにおいて、前記選択することは、前記周期的なＣＳＩ報告モードに基づき、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記ＣＳＩ－ＲＳリソースの各々に関連付け
られた前記アンテナポートの総数が異なることに応答して、前記ＣＲＩおよび前記ランク
インジケータを、同じサブフレームにおいて共同で報告することと
　をさらに含む、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記ランクインジケータのビット幅は、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記
ＣＳＩ－ＲＳリソースの各々に関連付けられた前記総数のアンテナポートうちのアンテナ
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ポートの最大数に基づいて決定される、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］
　非周期的なＣＳＩ報告のための、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記ＣＳＩ
－ＲＳリソースの各々に関連付けられたアンテナポートの総数を決定することと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記ＣＳＩ－ＲＳリソースの各々に関連付け
られた前記アンテナポートの総数が１に等しいことに応答して、ＣＲＩをチャネル品質イ
ンジケータ（ＣＱＩ）とともに同じサブフレームにおいて共同で報告することと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記ＣＳＩ－ＲＳリソースの各々に関連付け
られた前記アンテナポートの総数が１より大きいことに応答して、前記ＣＲＩおよびＣＱ
Ｉをランクインジケータおよびプリコーディングマトリックスインジケータとともに同じ
サブフレームにおいて共同で報告することと
　をさらに含む、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記ランクインジケータのビット幅は、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記
ＣＳＩ－ＲＳリソースの各々に関連付けられた前記総数のアンテナポートうちのアンテナ
ポートの最大数に基づいて決定される、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２０］
　Ｃ１－１９の任意の組合せの方法。
［Ｃ２１］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　構成され、かつ、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告のためのＣＳＩプロセスに関連付け
られた複数のＣＳＩ－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースの識別情報を受信するための手
段と、
　ＣＳＩ測定および報告のためにアクティブにされる、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソース
のうちのＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットを識別する構成信号を受信するための手段と
、ここにおいて、前記複数の前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの前記サブセットは、前記
複数のＣＳＩ－ＲＳリソースより少ない数のＣＳＩ－ＲＳリソースを含み、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに基づいてＣＳＩ報告を送信するための手段と
　を備える装置。
［Ｃ２２］
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの前記識別情報は、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソース
の各々について、前記周期性、オフセット、スクランブリング識別子（ＩＤ）、およびア
ンテナポートの数のうちの少なくとも１つ、の識別情報を含む、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットは、単一のＣＳＩ－ＲＳリソースを含む、Ｃ２
１に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記構成信号を受信してから最初のＮ個のサブフレームにおいてアクティブにされたと
示される前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに関連付けられたＣＳＩ－ＲＳを受信す
るための手段と、ここで、Ｎの値は、上位レイヤシグナリングによって構成され、
　アクティブにされたと示される前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに関連付けられ
たチャネル状態を測定するための手段と、
　前記測定されたチャネル状態を使用して前記ＣＳＩ報告を生成するための手段と
　をさらに含む、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記Ｎの値は、４または８のうちの１つであり、条件のセットにしたがって選択され、
前記条件のセットは、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの前記ＣＳＩ－ＲＳの各々に関連
付けられたアンテナポートの総数が等しいことまたは前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセ
ットのサイズが固定であることのうちの１つを含む、Ｃ４に記載の装置。
［Ｃ２６］
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　ＣＳＩ報告機会の前に前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに関連付けられたＣＳＩ
－ＲＳ送信を検出しないための手段と、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ送信を前記検出しなかったことに関連付けられた固定値を使用して前
記ＣＳＩ報告を生成するための手段と
　をさらに含む、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記構成信号は、非アクティブにされる前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの各々および
前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの各々を識別
する媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素を含む、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記ＭＡＣ制御要素は、Ｋビットのアクティベーションビットマップを含み、ここで、
Ｋは、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの総数を表し、前記Ｋビットのアクティベーショ
ンビットマップは、非アクティブにされる前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの前記各々お
よび前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの前記各
々を識別する、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記構成信号の前記受信に応答して非アクティベーションタイマを開始するための手段
、ここにおいて、前記非アクティベーションタイマは、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブ
セットの非アクティベーションまで時間をカウントする、
　をさらに含む、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記非アクティベーションタイマの満了に応答して前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセ
ットを非アクティブにするための手段と、
　ダウンリンク共有送信のために、前記非アクティブにされたＣＳＩ－ＲＳリソースのサ
ブセットのうちの１つまたは複数を再度割り当てるための手段と
　をさらに含む、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３１］
　ＣＳＩ報告機会に到達するための手段と、
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースがいずれもアクティブにされたと示されていないこと
を識別するための手段と、
　所定のルールに基づいて、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの少なくとも１つが
アクティブにされると決定するための手段と、
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの前記少なくとも１つに関連付けられたチャネ
ル状態を測定するための手段と、
　前記測定されたチャネル状態を使用して前記ＣＳＩ報告を生成するための手段と
　をさらに含む、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記識別するための手段は、
　前記ＣＳＩ報告機会に前記到達するための手段の前に前記構成信号の第１のものを受信
しないための手段、
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースのいずれもがアクティブにされたと示されていない状
態で、前記構成信号を受信するための手段、または
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットについて前記非アクティベーションタイマの満
了を検出するための手段
　のうちの１つを含む、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記所定のルールは、
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの第１のＣＳＩ－ＲＳリソースが最小インデッ
クスを有すること、または
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの第２のＣＳＩ－ＲＳリソースが前記ＣＳＩ－
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ＲＳリソースのサブセットの前記最小インデックスを有すること
　のうちの１つを含む、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３４］
　ＣＳＩ報告タイプは、プリコーディングされていないＣＳＩ－ＲＳリソースに関し、前
記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットは、単一のＣＳＩ－ＲＳリソースを含み、前記装置
は、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに関連付けられたアンテナポートの数に基づい
てＣＳＩペイロードを決定するための手段
　をさらに含む、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ３５］
　ＣＳＩ報告タイプは、ビームフォーミングされたＣＳＩ－ＲＳリソースに関し、前記Ｃ
ＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの数は、１より大きく、前記装置は、
　　　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの数、または
　　　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの数
　のうちの１つに基づいてＣＳＩ－ＲＳリソースインジケータ（ＣＲＩ）を報告するため
のビット幅を決定するための手段
　をさらに含む、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ３６］
　周期的なＣＳＩ報告のための、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記ＣＳＩ－
ＲＳリソースの各々に関連付けられたアンテナポートの総数を決定するための手段と、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記ＣＳＩ－ＲＳリソースの各々に関連付け
られた前記アンテナポートの総数が等しいことに応答して実行可能な手段であって、
　　　前記ＣＲＩおよびランクインジケータを、同じサブフレームにおいて共同で報告す
るための手段、
　　　前記ＣＲＩ、前記ランクインジケータ、および広帯域コードブックを、同じサブフ
レームにおいて共同で報告するための手段、または
　　　　前記ＣＲＩ、前記ランクインジケータ、およびプリコーディングタイプインジケ
ータを、同じサブフレームにおいて共同で報告するための手段
　のうちの１つを選択するための手段と、
　ここにおいて、前記選択するための手段は、前記周期的なＣＳＩ報告モードに基づき、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記ＣＳＩ－ＲＳリソースの各々に関連付け
られた前記アンテナポートの総数が異なることに応答して実行可能な手段であって、前記
ＣＲＩおよび前記ランクインジケータを、同じサブフレームにおいて共同で報告するため
の手段と
　をさらに含む、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記ランクインジケータのビット幅は、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記
ＣＳＩ－ＲＳリソースの各々に関連付けられた前記総数のアンテナポートうちのアンテナ
ポートの最大数に基づいて決定される、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ３８］
　非周期的なＣＳＩ報告のための、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記ＣＳＩ
－ＲＳリソースの各々に関連付けられたアンテナポートの総数を決定するための手段と、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記ＣＳＩ－ＲＳリソースの各々に関連付け
られた前記アンテナポートの総数が１に等しいことに応答して実行可能な手段であって、
ＣＲＩをチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）とともに同じサブフレームにおいて共同で
報告するための手段と、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記ＣＳＩ－ＲＳリソースの各々に関連付け
られた前記アンテナポートの総数が１より大きいことに応答して実行可能な手段であって
、前記ＣＲＩおよびＣＱＩをランクインジケータおよびプリコーディングマトリックスイ
ンジケータとともに同じサブフレームにおいて共同で報告するための手段と
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　をさらに含む、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記ランクインジケータのビット幅は、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記
ＣＳＩ－ＲＳリソースの各々に関連付けられた前記総数のアンテナポートうちのアンテナ
ポートの最大数に基づいて決定される、Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４０］
　Ｃ２１－３９の任意の組合せの装置。
［Ｃ４１］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　　構成され、かつ、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告のためのＣＳＩプロセスに関連
付けられた複数のＣＳＩ－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースの識別情報を受信すること
と、
　　　ＣＳＩ測定および報告のためにアクティブにされる、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソ
ースのうちのＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットを識別する構成信号を受信することと、
ここにおいて、前記複数の前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの前記サブセットは、前記複
数のＣＳＩ－ＲＳリソースより少ない数のＣＳＩ－ＲＳリソースを含み、
　　　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに基づいてＣＳＩ報告を送信することと　
を行うように構成される、装置。
［Ｃ４２］
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの前記識別情報は、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソース
の各々について、前記周期性、オフセット、スクランブリング識別子（ＩＤ）、およびア
ンテナポートの数のうちの少なくとも１つ、の識別情報を含む、Ｃ４１に記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットは、単一のＣＳＩ－ＲＳリソースを含む、Ｃ４
１に記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記構成信号を受信してから最初のＮ個のサブフレームにおいてアクティブにされたと
示される前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに関連付けられたＣＳＩ－ＲＳを受信す
ることと、ここで、Ｎの値は、上位レイヤシグナリングによって構成され、
　アクティブにされたと示される前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに関連付けられ
たチャネル状態を測定することと、
　前記測定されたチャネル状態を使用して前記ＣＳＩ報告を生成することと
　を行うような前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ４１に記載の装
置。
［Ｃ４５］
　前記Ｎの値は、４または８のうちの１つであり、条件のセットにしたがって選択され、
前記条件のセットは、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの前記ＣＳＩ－ＲＳの各々に関連
付けられたアンテナポートの総数が等しいことまたは前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセ
ットのサイズが固定であることのうちの１つを含む、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４６］
　ＣＳＩ報告機会の前に前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに関連付けられたＣＳＩ
－ＲＳ送信を検出しないことと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ送信を前記検出しないことに関連付けられた固定値を使用して前記Ｃ
ＳＩ報告を生成することと
　を行うような前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ４１に記載の装
置。
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［Ｃ４７］
　前記構成信号は、非アクティブにされる前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの各々および
前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの各々を識別
する媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素を含む、Ｃ４１に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記ＭＡＣ制御要素は、Ｋビットのアクティベーションビットマップを含み、ここで、
Ｋは、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの総数を表し、前記Ｋビットのアクティベーショ
ンビットマップは、非アクティブにされる前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの前記各々お
よび前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの前記各
々を識別する、Ｃ４７に記載の装置。
［Ｃ４９］
　前記構成信号の前記受信に応答して非アクティベーションタイマを開始するような前記
少なくとも１つのプロセッサの構成、ここにおいて、前記非アクティベーションタイマは
、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの非アクティベーションまで時間をカウントす
る、
　をさらに含む、Ｃ４７に記載の装置。
［Ｃ５０］
　前記非アクティベーションタイマの満了に応答して前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセ
ットを非アクティブにすることと、
　ダウンリンク共有送信のために、前記非アクティブにされたＣＳＩ－ＲＳリソースのサ
ブセットのうちの１つまたは複数を再度割り当てることと
　を行うような前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ４９に記載の装
置。
［Ｃ５１］
　ＣＳＩ報告機会に到達することと、
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースがいずれもアクティブにされたと示されていないこと
を識別することと、
　所定のルールに基づいて、前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの少なくとも１つが
アクティブにされると決定することと、
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの前記少なくとも１つに関連付けられたチャネ
ル状態を測定することと、
　前記測定されたチャネル状態を使用して前記ＣＳＩ報告を生成することと
　を行うような前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ４１に記載の装
置。
［Ｃ５２］
　識別するような前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成は、
　前記ＣＳＩ報告機会に前記到達するための手段の前に前記構成信号の第１のものを受信
しないこと、
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースのいずれもがアクティブにされたと示されていない状
態で、前記構成信号を受信すること、または
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットについて前記非アクティベーションタイマの満
了を検出すること
　のうちの１つを行うような前記少なくとも１つのプロセッサの構成を含む、Ｃ５１に記
載の装置。
［Ｃ５３］
　前記所定のルールは、
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの第１のＣＳＩ－ＲＳリソースが最小インデッ
クスを有すること、または
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの第２のＣＳＩ－ＲＳリソースが前記ＣＳＩ－
ＲＳリソースのサブセットの前記最小インデックスを有すること
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　のうちの１つを含む、Ｃ５１に記載の装置。
［Ｃ５４］
　ＣＳＩ報告タイプは、プリコーディングされていないＣＳＩ－ＲＳリソースに関し、前
記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットは、単一のＣＳＩ－ＲＳリソースを含み、前記装置
は、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットに関連付けられたアンテナポートの数に基づ
いてＣＳＩペイロードを決定するような前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに
含む、Ｃ４１に記載の装置。
［Ｃ５５］
　ＣＳＩ報告タイプは、ビームフォーミングされたＣＳＩ－ＲＳリソースに関し、前記Ｃ
ＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの数は、１より大きく、前記装置は、
　　　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースの数、または
　　　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの数
　のうちの１つに基づいてＣＳＩ－ＲＳリソースインジケータ（ＣＲＩ）を報告するため
のビット幅を決定するような前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ４
１に記載の装置。
［Ｃ５６］
　周期的なＣＳＩ報告のための、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記ＣＳＩ－
ＲＳリソースの各々に関連付けられたアンテナポートの総数を決定することと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記ＣＳＩ－ＲＳリソースの各々に関連付け
られた前記アンテナポートの総数が等しいことに応答して、
　　　前記ＣＲＩおよびランクインジケータを、同じサブフレームにおいて共同で報告す
ること、
　　　前記ＣＲＩ、前記ランクインジケータ、および広帯域コードブックを、同じサブフ
レームにおいて共同で報告すること、または
　　　前記ＣＲＩ、前記ランクインジケータ、およびプリコーディングタイプインジケー
タを、同じサブフレームにおいて共同で報告すること
　のうちの１つを選択するような前記少なくとも１つのプロセッサの構成を選択すること
と、
　ここにおいて、選択するような前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成は、前記周
期的なＣＳＩ報告モードに基づき、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記ＣＳＩ－ＲＳリソースの各々に関連付け
られた前記アンテナポートの総数が異なることに応答して、前記ＣＲＩおよび前記ランク
インジケータを、同じサブフレームにおいて共同で報告することと
　を行うような前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ５５に記載の装
置。
［Ｃ５７］
　前記ランクインジケータのビット幅は、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記
ＣＳＩ－ＲＳリソースの各々に関連付けられた前記総数のアンテナポートうちのアンテナ
ポートの最大数に基づいて決定される、Ｃ５６に記載の装置。
［Ｃ５８］
　非周期的なＣＳＩ報告のための、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記ＣＳＩ
－ＲＳリソースの各々に関連付けられたアンテナポートの総数を決定することと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記ＣＳＩ－ＲＳリソースの各々に関連付け
られた前記アンテナポートの総数が１に等しいことに応答して、ＣＲＩをチャネル品質イ
ンジケータ（ＣＱＩ）とともに同じサブフレームにおいて共同で報告することと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記ＣＳＩ－ＲＳリソースの各々に関連付け
られた前記アンテナポートの総数が１より大きいことに応答して、前記ＣＲＩおよびＣＱ
Ｉをランクインジケータおよびプリコーディングマトリックスインジケータとともに同じ
サブフレームにおいて共同で報告することと
　を行うような前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ５５に記載の装
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置。
［Ｃ５９］
　前記ランクインジケータのビット幅は、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースのサブセットの前記
ＣＳＩ－ＲＳリソースの各々に関連付けられた前記総数のアンテナポートうちのアンテナ
ポートの最大数に基づいて決定される、Ｃ５８に記載の装置。
［Ｃ６０］
　Ｃ４１－５９の任意の組合せの装置。
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